
模型雪によ5屋上綿雪の風洞碩聖賢康  

その1 活性白土こ遁工大風洞綜置の相仙、則  

0苫米地 司・遠藤  明久（北海道工業大学）  

と12％程度であ5。本居洞内の乱直の強  

さば、0壬Z≦5wnで7－15％程度であ5，  

二のように肯し子レイノルズ敬、乱勅の硬  

ごについて克ノ全では甘いび、勺＼な、りの程  

唐まで相収集作吉浦す．ヨヒ、活性白土  

面上の風速れ布こ雪面上の北辰鼠モデル  

を区＝＝こ示す。   

5．活性白土こ雪の相似条件   

活性白土こ雪の相似各作をフ仕度竹布こ  

落下運動ひう検討すう．図2に活l性白土、  

旨） 札幌のぎ）、商権の雪の硬度竹市有市す．  
活性白土こ雪のノ枕席什市は頼似、して‘し、う。  

ミSに、60ン：ブ拉う空でlユ活性白土：0、01Mm、札  

幌の雪：0、3－0、う佃こ甘り、‰の横型へ犠合  

一1、魯Ii％○裾磨こ甘り、蟹何学的相似怯も  

もう。  次に落下理動富強抗体敬Cpこ  

フルート敬Fで倹討寸う．雪こ活性白土  

盲小好こ着えうこC。＝卸龍一こ甘箋。雪‥R。＝  
2、OxlO‾3、活性白土：陰＝2、伸1¢ユこ甘り、C。tコは  

ぼ同じく甘う．フルート敬■lコ、雪：施＝7竹  

治畦白土：¶転＝10、6gこ甘る．なあ、雪粒子  

の落下並居lヨ布吉晶橋立によ って畢甘ろげ  

0う％．活性白土の落下遼廣lユ0．1ワ⊆と寸る．  

このょうに粒徒竹布、抵抗礁敬■、フノし－  

ト較について定食でlユないが、勺＼灯りの  

フ程度ヨで相イ止別を満寸こ着える．  

1はじめに 碩聖実験の甥合、相  

似性げ問髭こ急、5．し乃、し、降積雪1大患左  

再現す5にlよ、規在一校にイ乗用してし、5  

風洞でlコ不可能灯員鳥多く泰5．ここで  

lユ、遥工大小聖．粉体卓用風洞按匿（苛濱  

村上式）内の気流こ自然風、活性白土（横  

型雪）こに竹け、そ直そ－れについて裸討可  

う．（阻呵乳温tよ議鴇色竜に説明）   

2．風洞内の上世表風モデルの和仏条作   

風洞内気流こ自ぞミ風の相似、条件こ して  

根岸）の捜東によ訓胤与しイノルズ敢の  

一空文、（2沌L肌憩この一斑、の2項且を讃：  

刀 定すう。Pro．ndtlの理知輸遣王里輪こ平均風  
速竹布乃＼う舌し子Lイ ノルズ教区辛飢うこ  

下貫こなう．  た＝和しマ漉敏   

自然風の場合、：R＝施工n（％。）H．h：遜珂鴫さ   

風洞内の場合：R＝雄In（％か痛：長乱帆錆  

寸訂巾ち、乱子レイ／ノしズ敬を一致寸う  

にlエウ£三％もとマ勅ぼょい．雪面の粗座長  

lユ灯3～10－2ご）であう．創生白土面の粗廣長  
を風洞内の風速竹布げ対数法則に従．うこ  

こより求机うこ9メげ～7x灯2れm堰序で蘇る．  

本寓験でlヨ‰の横型置横網して市り、曳  

lヨ‰ブ経度こなり、肯しチしイノ ルズ敬lユほ  

ぼ一致寸る．   

雪面の軋勅の焦さlユ谷藤  
l）．恥空蟄含論t（l仏）  
礼  

乳根  

℃北窄呈R部生温   

鱒矩根調瞞   
甘叶相  

見DRIF†l帖OF   

N叫l刈Fokn   

紬明＝珊折岨此  

L｝   

r「  フ▲   

／  〆′  
／  

■  ノ   

＿d【小▲rょも札■  

く）：1ll「吋t  

△：1■r巾■  

●1．■職  

工：■t  
王lO：20q■  

U：干1■■  
l■l▲■葺○檀○千■山  

荘1：■空位tは借換白土○   

吹l出し位暮から10亡巾  

lJ  

lj  

lj  

■J  

l  

l u u u l■   匹‖．平均風速の鉛直分布  回Z．活性白土及び雪の粒度曲線  

－15－   




